
新年のご挨拶
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11月19日（日）、一般国道４１７号冠山峠道路（延長7.8㎞）が開通
しました。
これまで国道４１７号は、岐阜県と福井県の県境付近は交通不
能区間となっていましたが、冠山峠道路の開通により通年で通行
可能となりました。また、揖斐川町から福井県池田町までの所要
時間は約２時間30分から約１時間30分に短縮され、利便性が飛躍
的に向上しました。
開通にあたり、同日、関係者にて福井県池田町にて開通式を行っ
た後、新しい道路で通り初め（パレード）を行いました。その後、
揖斐川町塚地内に移動し開通記念碑の除幕式を行い、開通を祝い
ました。

11
月
17
日（
金
）、
福
島
地
内
か
ら
長
良
地

内
の
間
で
整
備
し
て
い
た「
一
般
県
道
本
庄

揖
斐
川
線
福
島
長
良
工
区
」
が
開
通
し
ま
し

た
。こ

の
道
路
は
、
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐

川
線
の
一
部
と
な
り
、
揖
斐
川
町
か
ら
東
海

環
状
自
動
車
道
大
野
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
お
よ
び
先
月
開
院
し
た
西
濃
厚
生
病
院

へ
の
主
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
り
ま
す
。

開
通
式
で
町
長
は「
19
日
に
開
通
す
る
冠

山
峠
道
路
、
令
和
８
年
度
に
全
線
開
通
予
定

の
東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
効
果
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

開
通
式
典
で

は
、
き
よ
み
ず

幼
児
園
の
園
児

と
と
も
に
、テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
開

通
を
祝
い
ま
し

た
。 一

般
県
道
本
庄
揖
斐
川
線
福
島

長
良
工
区
が
開
通
し
ま
し
た

▼開通式の様子

▲開通式の様子（上）、開通となった冠山峠道路（下）

▲岐阜県揖斐川町塚付近 ▲福井県池田町田代付近

至 鯖江市至 鯖江市

塚宮ケ原トンネル塚宮ケ原トンネル

至 大垣市至 大垣市
至 鯖江市至 鯖江市

冠山トンネル冠山トンネル

至 大垣市至 大垣市

一般国道４１７号冠山峠道路開通
北陸地方へのアクセスが向上
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全国から、およそ4,300人のランナーが集まり、紅葉真っ盛りの揖斐川
沿いを駆け抜けました。
今年の完走率は97.38%と高く、ランナーの皆さんは、日頃の練習の
成果が発揮できたようで、笑顔で帰路につかれました。

ボランティアとしてサポートいただいた、およそ1,000人の皆さま、
沿道で応援をいただいた皆さま、ありがとうございました。
あらためまして、無事に大会を終えましたことに感謝いたします。

①�スペシャルアドバイザー高橋尚子さんが、大会を盛り上げて
くださいました。
②セントジョージ派遣団 27名が来町
③ウォーキングに、550名が参加
④フィットイージーのウォーミングアップ
⑤迫力のスタート
⑥沿道での応援に励まされました。
⑦美しい紅葉を満喫しながら、ゴールをめざすランナー

① ②

③

④

⑤

⑥ ⑦

いびがわマラソン2023が、11月12日（日）に
盛大に開催されました
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岐阜県警察の皆さまには、安全
にランナーが走るため、要所での
交通指導、走りながらランナーを
守るランニングポリスの皆さん、
白バイでの先導とご尽力をいただ
いています。

「ボランティアも応援する人も、ランナーと一緒に走ってる」　一体感のある大会をめざして

完走おめでとうコーナーは、大賑わい。高低差のある難関コースを走り切った喜びは、深く心に残ります！

ランニングポリス 白バイの皆さん
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大会を支えた、中高生ボランティアの皆さん

完走された揖斐川町の皆さん（187人）敬称略

女子ハーフの部（47人）

男子ハーフの部（140人）

小森　健司	（小野）	 菊池　遥斗	（東横山）	 平川由季也	（東横山）	 今井　雷樹	（東横山）	 杉山　秀悠	（長良）	 今村　芳隆	（清水）
坪井　信親	（三輪）	 細野　貴裕	（三輪）	 松浦　啓斗	（北方）	 杉本　慎治	（乙原）	 橋本　清誠	（極楽寺）	 森　　正樹	（和田）
林　　彪斗	（若松）	 安藤　恭廣	（小島）	 末永　智士	（新宮）	 中島　祥吾	（市場）	 小岩　大輝	（上野）	 柴山　宙大	（和田）
宗宮　哲也	（房島）	 小寺　康仁	（志津山）	 岩井　勇樹	（黒田）	 藤内　崇史	（市場）	 国枝　大洋	（三輪）	 吉田　俊和	（北方）
竹中　皓紀	（谷汲名礼）	國枝　星汰	（和田）	 松久　正樹	（新宮）	 山口　　勝	（三輪）	 窪田　高広	（岡）	 松井　一憲	（谷汲長瀬）
高橋　一滋	（小島）	 牧村　哲男	（新宮）	 藤田　奨矢	（市場）	 岩間　大輔	（北方）	 大野　雄一	（長良）	 北浦　　理	（𦙾永）
松川　凌大	（東横山）	 髙田　清隆	（黒田）	 安藤　賢樹	（𦙾永） 井口　卓也（小島） 仲井　幸雄（谷汲神原）吉野公一朗	（極楽寺）
徳永　勝彦	（市場）	 内藤　成勅	（市場）	 窪田　一樹	（𦙾永） 山本　浩司（三輪） 高橋　達弥	（北方） 増田　勝博	（小谷）
宇佐美拓也	（市場）	 野原　啓史	（𦙾永） 高橋　豊和（三輪） 岩井　健 （黒田） 國枝　誠樹（谷汲岐礼）窪田　義隆（上南方）
吉田　和彦	（北方）	 横山　陽一	（谷汲徳積）	森本　大夢	（北方）	 牧村　光祐	（北方）	 田中　伸幸	（三輪）	 鈴木　孝栄	（上野）
牧村　裕一	（三輪）	 渡邉　陸斗	（岡）	 長柄　陸人	（三輪）	 高橋　治彦	（小島）	 山之内幸太	（三輪）	 中村　勇太	（下岡島）
杉山　裕明	（北方）	 角田　潤哉	（北方）	 細野　尭之	（上ミ野）	 青木　芳教	（清水）	 森本　庄起	（谷汲神原）	細野　洋平	（下岡島）
松原　弘和	（下岡島）	 松岡　圭太	（上南方）	 窪田　隆典	（新宮）	 井口　義信	（市場）	 坪井　保憲	（𦙾永） 小椋　紀幸（新宮）
中村　泰英	（下岡島）	 田宮　慶之	（下岡島）	 中川　浩美	（極楽寺）	 所　　大樹	（谷汲高科）	天野　正晴	（上野）	 梅村　　潔	（市場）
細野　道秋	（和田）	 富田　誠	 （上野）	 森本　大介	（北方）	 宗宮　正明	（房島）	 大坪　信彦	（三輪）	 高橋宏太朗		（𦙾永）
若園　敏朗		（三輪）	 小森　慎也	（上南方）	 大橋　太郎	（𦙾永） 細野　　工	（上ミ野） 小森　好晃	（小野） 國枝　直弥	（谷汲深坂）
藤原　弘樹	（白樫）	 髙橋　耕平	（房島）	 内藤　稔夫	（市場）	 石橋　大地	（新宮）	 富田　聖也	（上南方）	 高橋謙太郎	（上南方）
窪田　伝昌	（和田）	 岡田　雄至	（𦙾永） 今村　浩樹（上南方） 河瀬弘太郎（北方） 岩井　寿徳（黒田） 小寺　秀慶（小谷）
富田　顕旨	（三輪）	 矢野　　豊	（黒田）	 矢野　　崇	（三倉）	 竹尾　一幸	（谷汲名礼）	細野　幸司	（和田）	 荻原　弘行	（𦙾永）
田村　　広	（𦙾永） 井川　　崇（北方） 小石三千秋（上野） 磯川　達也（志津山） 白川　春樹（春日美束）折戸伸太朗	（北方）
栗田　悠平	（北方）	 大橋　一宏	（和田）	 中島　勝義	（市場）	 長谷川俊夫	（上南方）	 高橋　宏輝	（白樫）	 久保田智也	（三輪）
新川　勇夫	（市場）	 河瀬　弘法	（北方）	 今村　昌志	（上南方）	 小林　倫成	（房島）	 水野　隆明	（上野）	 小林　勝一	（房島）
野原　康嗣	（𦙾永） 細野　涼平（小島） 野田　　優	（三輪） 小寺　慶太（小谷） 梅村　　颯	（市場） 高橋　孝明（谷汲徳積）
廣瀬　法昭	（外津汲）	 野田　雅彦	（三輪）

坪井　美奈	（𦙾永） 平井　律子	（三輪） 坪井　里美（𦙾永） 高崎美佐代	（三輪） 野原　昭子	（和田） 野原　麻衣	（𦙾永）
岡田　魅奈	（𦙾永） 上田　智美（房島） 成瀬　純子	（新宮） 宗宮　奈美（房島） 小森　和恵	（大光寺） 山本めぐみ	（長良）
御田村智子		（上南方）	 市川　正美	（清水）	 宮川　久美	（北方）	 松浦　会美	（北方）	 新川　梢恵		（市場）	 浅野　里恵		（島）
高橋　万里	（小島）	 杉山　綾香	（北方）	 細野　美香	（上ミ野）	 岩井　結菜	（黒田）	 小寺　紗織	（東津汲）	 後藤　由加	（上南方）
田宮　愛奈	（下岡島）	 鈴木　眞弓	（上南方）	 小寺　杏奈	（東津汲）	 高橋　美鈴	（上南方）	 今西　範美	（北方）	 岩井　琴衣		（黒田）
井上華奈子		（谷汲岐礼）	土屋　美紀	（上南方）	 伊藤佐知子		（上野）	 高橋　寿子		（日坂）	 國枝　朋子		（谷汲長瀬）	森田登士子		（三輪）
所　恵	津子		（谷汲高科）	河村　　光	（北方）	 竹尾　　結	（谷汲名礼）	富田　　愛	（房島）	 林　江梨子		（市場）	 國枝　あき	（小島）
折戸由加里	（北方）	 大橋　幸子		（𦙾永） 野原　睦子	（𦙾永） 廣瀬　絢子	（上南方） 仲井　智子	（上南方）

いびがわマラソン 2023
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令
和
５
年
度
納
税
表
彰

令
和
５
年
度
税
に
関
す
る
作
品
入
選

令
和
５
年
度
納
税
表
彰
に
お
い
て
、
服は
っ

部と
り

美み

鈴す
ず

さ
ん（
桂
）
が
大
垣
税
務
署
長
表
彰
を

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
表
彰
は
、
申
告
、
納
税
団
体
の
活
動

を
通
じ
て
、
申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
と

税
知
識
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
納
税
思
想
の

高
揚
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
受
彰
者
に
は
、
大
垣
税
務
署
長
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

服
部　

美
鈴　

さ
ん（
桂
）　

　
一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会

　

女
性
部
会　

会
長

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
募
集
さ

れ
た
税
に
関
す
る
作
品（
作
文
・
習
字
）
に
お

い
て
、
中
学
生
の
作
文
部
門
で
13
校
２
０
８

作
品
、
小
学
生
の
習
字
部
門
で
73
校
９
１
３

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
９
人
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
。

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
作
文
】

大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

向む
か
い

山や
ま　

綿わ
た
乃の

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

西
濃
県
税
事
務
所
長
賞

　

瀧た
き

瀬せ　

春は
る

臣お
み
さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

岐
阜
信
用
金
庫
賞

　

小こ

森も
り　

夕ゆ
う

菜な

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

西
美
濃
農
業
協
同
組
合
賞

　

浅あ
さ
野の　

紘こ
う

希き

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

銀
賞

　

久く

保ぼ

田た

智と
も

葉は

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

【
習
字
】

東
海
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

若わ
か

園ぞ
の　

萌め

衣い

さ
ん（
揖
斐
小
６
）

大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

中な
か

村む
ら　

心こ
こ

寧ね

さ
ん（
揖
斐
小
６
）

大
垣
地
方
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

　
わ
か

山や
ま　
　

鈴り
ん
さ
ん（
谷
汲
小
５
）

大
垣
西
濃
信
用
金
庫
賞

　

林は
や
し　

　

愛あ
い

菜な

さ
ん（
北
方
小
５
）

11
月
７
日（
火
）、
北
方
神
社
付
近
で
北
方

憩
い
の
森
整
備
・
活
用
実
行
委
員
会
に
よ
る

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
北
方
地
区
の
住
民
、
北
方
小
学
校

４
年
生
16
名
が
参
加
し
、
し
だ
れ
桜
や
も
み

じ
な
ど
を
神
社
付
近
の
通
学
路
沿
い
に
植
樹

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は「
大
き
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
心
を
込
め
て
植
樹
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
活
動
は
、
令
和
５
年
度
清
流
の
国
ぎ

ふ
地
域
活
動
促
進
事
業
補
助
金
お
よ
び
令
和

５
年
度
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
支
援
を
受

け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

「
北
方
憩
い
の
森
」推
進
事
業

北
方
神
社
に
植
樹

道
の
駅
星
の
ふ
る
里
に
授
乳
室
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

11
月
13
日（
月
）、
道
の
駅
星
の
ふ
る
里
で

簡
易
設
置
型
授
乳
室
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
授
乳
室
は
、
日
本
道
路
建
設
業
協
会

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
中
部
地
域
の
道

の
駅
で
設
置
さ
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
た
岡
部
町
長
は「
冠
山
峠
道

路
の
開
通
で
利
用
者
が
増
え
る
の
で
、
今
回

の
寄
贈
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

授
乳
室
は
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
２
階
に

設
置
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
る
こ
と

で
利
用
で
き
ま
す
。

▲植樹を行う北方小学校４年生の児童

▲服部　美鈴さん（左）

▲贈呈式に参加された皆さん
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清
水
小
学
校

創
立
１
５
０
周
年
記
念
音
楽
会

11
月
24
日（
金
）、
清
水
小
学
校
で
創
立

１
５
０
周
年
を
記
念
し
た
音
楽
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
校
卒
業
生
の
桐
朋
学
園
大
学

の
中な
か

村む
ら

紫し

音お
ん

さ
ん
と
、
友
人
で
東
京
芸
術
大

学
大
学
院
の
浅あ
さ

野の

由ゆ

紀き

さ
ん
を
招
き
、
お
二

方
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
６
年
生
と
の

「
威
風
堂
々
」
の
合
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は「
演
奏
は
難
し
か
っ
た

が
、
本
番
は
上
手
く
演
奏
が
で
き
た
」
と
話

し
、
中
村
さ
ん
は「
母
校
の
創
立
１
５
０
周

年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

11
月
25
日（
土
）、
福
井
県
の
関
西
電
力
㈱

美
浜
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
を
想
定
し
た

岐
阜
県
原
子
力
防
災
訓
練
が
、
坂
内
地
域
、

健
康
広
場
及
び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も

も
で
行
わ
れ
、
坂
内
地
域
の
住
民
、
岐
阜
県
、

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
医
療
関
係
機
関
、

町
な
ど
約
４
０
０
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。坂

内
川
上
地
区
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

半
径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
で
、
国
が
定
め

る「
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）」

の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
川
上
集
会
場
で

屋
内
退
避
や
陽
圧
化
装
置
の
稼
働
訓
練
、
坂

内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配

布
・
服
用
訓
練
、
健
康
広
場
で
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
訓
練
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

で
避
難
所
設
営
訓
練
な
ど
様
々
な
訓
練
を
実

施
し
、
坂
内
地
域
の
住
民
、
岐
阜
県
と
一
体

と
な
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

岐
阜
県
原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

▲避難所設営訓練の様子

▲６年生と合奏する中村さんと浅野さん

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

「
め
む
ろ
大
感
謝
祭 

出
店
」

11
月
23
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
に
て

「
め
む
ろ
大
感
謝
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
芽
室
町
に
感
謝
す
る
１
日
」
が
テ
ー
マ

で
、
芽
室
町
特
産
の
じ
ゃ
が
い
も
「
マ
チ

ル
ダ
」
の
詰
め
放
題
や
、「
未
来
め
む
ろ

う
し
」
の
試
食
な
ど
を
求
め
て
町
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

芽
室
岐
阜
県
人
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
揖

斐
川
町
か
ら
参
加
し
た
「
Ｊ
Ａ
い
び
川
」

と
、「
い
び
茶
の
里
」
が
柿
や
お
茶
を
販

売
し
ま
し
た
。
柿
は
北
海
道
で
の
生
産
は

ほ
ぼ
な
く
、
丸
々
と
し
た
富
有
柿
は
販
売

が
珍
し
い
た
め
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

し
ま
し
た
。

７
月
に
揖
斐
川
町
を
訪
れ
た
芽
室
町
の

小
学
生
も
事
後
研
修
と
し
て
参
加
し
、
呼

び
込
み
を
行
う
な
ど
、
元
気
に
活
動
し
て

く
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町

の
物
産
が
、

芽
室
町
の
皆

さ
ん
に
求
め

ら
れ
て
い
る

こ
と
が
再
確

認
で
き
ま
し

た
。今

後
も
両

町
の
交
流
を

継
続
し
て
い

き
ま
す
。　

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　

髙
橋
）

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

▲来場者にいび茶の試飲を配る児童

11
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）
の
２
日
間
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
と
Ｊ
Ａ

い
び
川
本
店
・
揖
斐
中
央
支
店
前
の
駐
車
場

で
、
第
７
回
い
び
が
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
揖
斐
川
町
、
い
び
川
農
業

協
同
組
合
、
揖
斐
川
町
商
工
会
、
揖
斐
郡
森

林
組
合
の
４
機
関
が
連
携
し
て
、
町
の
産
業

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
町
内
外
の
飲
食
店
や
商
店
な

ど
、
多
く
の
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
両
日
と
も

に
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
揖
斐

川
町
出
身
の
津
軽
三
味
線
奏
者
の
矢
吹
兄
弟

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
は
足
を
止
め
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
７
回
い
び
が
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
し
た

▲会場内の様子


